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大阪成蹊女子高等学校 

校長  向畦地 昭雄 

令和６年度 大阪成蹊女子高等学校 学校経営計画 
１ めざす学校像 

① 本学園の建学の精神である「桃李不言下自成蹊」、「忠恕」の精神に基づき、「思いやりがあり、誠を尽くし人の立場にたって考え行動できる人材」、また社会に求められる「自立

し、品格ある女性」を育成する学校 (女子教育の推進) 

② 女子に特化したキャリア教育を教育の柱として、女性として自主的に生きる力を育み、人間力を高めるために必要な資質や能力を育てる学校 

(キャリア教育の推進と人間力の育成) 

③ グローバル社会に求められる多文化共生のマインドと必要な能力を育むとともに、確かな学力と「使える英語力」の向上を図る学校 

(国際教育・英語教育の推進) 

④ 普通科の「特進コース」、「幼児教育コース」、「スポーツコース」、「総合キャリアコース」、「音楽コース」、「看護医療進学コース」、「英語コース」と美術科の「アート･イラスト･アニメ

ーションコース」の８コースの教育内容を高め、生徒のニーズに応える生徒の夢を実現できる学校 

(多様なコースで夢を実現) 

⑤ 共生の観点を基本として、他者を敬い、自己を肯定できる豊かな人権感覚を育むとともに、いじめのない安全で安心な学校 

(人権教育の推進、安全で安心な学校) 

 
２ 中期的目標 

1.学力向上と学校教育力の強化 

① コースの学びの充実による人間力の向上 

・各コースの特性に応じた様々な教育活動、コース行事、キャリア教育等を通じて、社会で求められる人間力の向上を図る。 

②「主体的、対話的で深い学び」の実践による学力向上 

・「基礎的・基本的な知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、「主体的に学習に取り組む態度」を育成するため、「主体的、対話的で深い学び」の実現を図る。そのため

にアクティブラーニングの手法等も取り入れながら、授業改善の取り組みを進める。 

③ グローバル教育の推進とユネスコ活動 

・With コロナの状況に適応した海外修学旅行や海外研修などを実施し、生徒が多文化に触れる機会をを通してグローバル教育を推進していく。またユネスコスクール活動の更

なる充実をめざす。 

④ 使える英語教育の推進 

・4 技能を中心に、英語教育の充実を学園の教育方針と合わせて強化する。とりわけ、リスニング・スピーキングを重視する「使える英語」の育成を進める。令和６年度に新設した

「英語コース」がこの牽引役を務める。 

⑤ 各種検定の合格をめざす実学教育の充実 

・生徒の達成感を育む漢字検定・ＧＴＥＣ(英語検定)・秘書検定等の合格率や到達度の成果を高める。 

⑥ ＩＣＴ機器の活用 

・全員が使用する iPad の活用方法について研究を進め、ｉＰａｄが生徒の「学びの道具」として効果的なものとなるよう取り組みを進める。この他、全教室に設置したモニター、ＩＣＴ

機器を活用した学習効果の高い授業を工夫する。 

 

2.円滑な学校運営と安全安心な学校づくり 

① 募集広報活動の充実 

・中学生の大幅減少や私立高校の環境の変化に関わらず、常に生徒が集まる魅力的な学校をめざす。学校力の向上と募集広報活動の強化を両輪とした学校経営を推進する。 

② 内部進学の増大と進路指導の充実 

・生徒の多様な進路選択を尊重しつつ、学園全体の発展を見据えて、併設大学・短大への内部進学者の確保に全力を挙げて取り組む。内部進学率 60％を目標にする。一方

で、外部進学をめざす生徒へのサポートをさらに充実させ、全生徒の進路実現に全力を挙げて取り組む。 

③ 生活指導の強化と自尊感情の醸成 

・全教職員の共通理解のもと、全教職員による人権をベースとした生活指導(服装指導・頭髪指導等及び多様化する生徒課題に係る心のケアを含む)の徹底を図る。特に、生徒

の自尊感情を醸成する「成蹊 pride」の趣旨を生徒・教職員で共有し、その確立をめざす。 

④ いじめ防止と建学の精神を踏まえた教育の推進 

・本校の「学校いじめ防止基本方針」を踏まえ、本校でのいじめ対策について全教職員で共通理解を図り、早期対応によりいじめのない学校をめざす。また、建学の精神に基づ

き、人間力教育を推進する。 

⑤ 評価育成制度によるＰＤＣＡサイクルの推進と、ＦＤ研修の充実 

・評価育成制度によるＰＤＣＡサイクルを通して、個々の教職員の資質と学校力の向上を図る。特に、ＦＤ研修の充実により、教職員の能力・指導力の向上を図る。 

 

 

【自己評価アンケートの結果と分析・学校評価委員会からの意見】 

 

学校評価アンケートの結果と分析 

＊全体の結果を見たときに、最も評価の高い項目は、「ホームルームなどで将来の進路や生き方について考える機会がある」と言う項目で昨年より 0.06ポイントアップしている。2

番目が「本校の部活動は活発に行われている」と言う項目で 3.35（同 0.03ポイントのアップ）。 

＊最も低い項目は昨年同様「生徒会活動に関心を持ち、積極的に生徒会の活動に参加している」と言う項目で、全体で 2.71であった（0.01ポイントアップ）。 

＊「この学校に入学して良かったと思う」と言う項目の数値は、昨年度の 3.10から 3.16にアップした。これは一昨年の 3.15 と同じくらいで、やや回復したといえる。特にスポーツ

3.30（0.19UP）、幼児教育 3.41（0.15UP）、特進 3.73（0.51UP）で高くなった。 

＊総合キャリアコースについては、コース全体で見た時に、他コースに比べて特に改善が必要な項目が、「生徒の興味・関心・適性・進路に応じた学習科目が多い」（2.90）、「この

学校には、他の学校にない特色がある」（3.10）などである。総合キャリアコースは、本校の中でも最大規模を誇るコースで、女性に特化したキャリア教育が大きな特色であるが、

他コースに比べてコース独自の特色が見えにくい状況が想像できる。生徒たちが「これだけのことをしている」と感じることができるよう、その特徴を鮮明化していく必要がある。 

＊看護コースについては、「入学してよかった」の項目は、１年・3年生が向上し、2年生がほぼ横ばいとなった。3年生で昨年より特に大きく向上した項目は、「この学校には、他の

学校にない特色がある」（本年 3.26／昨年より＋0.69）、「ホームルームなどで将来の進路や生き方について考える機会がある」（3.74／昨年より＋0.57）、「生徒の興味、関心、

適正、進路に応じた学習科目が多い」（3.26／昨年より＋0.53）であった。看護コースとしての進路指導や独自の取組みを進めてきたことがこれらの結果に結びついてきている。 

＊英語コースについては、本年度よりスタートしたコースだが、「学校は、進路についての情報をよく知らせてくれる」（2.93）、「この学校には、他の学校にない特色がある」（3.07）な

どが課題であるととらえている。英語コース１期生で、先輩がいない中で、どのような進路をめざしていくのか、ロールモデルがないことも影響している。様々なキャリア体験等も増

やしつつ、進路指導を丁寧に実施しながら、この生徒たちの満足度を高めていくために、取り組みを進めたい。 
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学校評価委員会からの意見 

▽令和６年度学校評議員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【第一回：Ｒ６年７月１２日】 

＊全体として、アンケートではよい結果が得られていると思う、総合キャリアコースについて、特色をもっと打ち出せればいい。Ｒ７に万博があるので、その点も少し意識して取り組ん

でいくのもいいかと思う。 

＊万博協会もいろいろとやろうとしているので、それもうまく利用してほしい。 

＊地域のお母さんと話をする機会が多いが、「成蹊、いいよ」って話をしている。その時に「こんなコースがある、こんなコースもある」という説明をすると、「成蹊行ったら何でもできる

ね」という声が返ってくる。その点を、「何でも学べる学校」というのをもっと全面的にアピールしてもいいのではないか。 

＊看護コースについて、満足度があまり高くないということだが、できて何年かしたら評価が上がってくるのではないか。上（併設大学看護学部）があるということの良さをアピールし

ていってほしい。進路先が見えやすいということ、進学先の内部・現場を見れるというのは、上があるからこその良さ。その点のアピールをもっとしてほしい。 

＊検定試験の取組みも大切だが、外部の課題発表や「○○甲子園」、コンテストなどもあるので、そうした「他流試合」も増やしていけばよいと思う。総合キャリアコースの生徒の意

識もさらに高まるだろう。 

＊英語コースができたが、普通に大学の外国語学部に何人か行くというだけでなく、新しい目標があってもいい。今、直接、海外大学を目指す子が増えている。マレーシアなども

注目されている。英語コースの１期生から一人でもそうした生徒が出てきたら、と思う。グローバルな視点を持った人材をこの学校からぜひ生み出してほしい。 

＊幼児教育コースについて、知識量も大事だが、環境の変化やいろいろあり、何が起こるかわからないのだから、その時に対応できるようなセンスを身に付けさせたい。ボランティ

ア等も含め、経験を積んで、コミュニケーション能力を高めるのも大切。 

＊魅力ある学校であるために、一つは、授業などでは、学んで、喜んで、感動する、そういう授業を通じて学ぶ意欲を高めること。生徒指導については、自主性を深めつつ自分た

ちでいい学校を作ろうという姿勢が大切。そういう意味で自主活動の部分も増えてきているので、楽しみである。 

 

【第二回：Ｒ７年３月６日】 

＊アンケートの分析を聞かせていただいた。昨年の一年生は今年の二年生というように、「斜め」に見ると、あまり傾向は変わっていないように思う。 

＊自分の子はこの学校に来てよかったと思っており、併設に進んだが、その点に関しても良かったと言っていた。 

＊生徒の項目で「生徒会活動への関心」が最も低いようだが、これは、保護者にとって「ＰＴＡ活動に関心がある」というのと同じくらいの状態かと思う。保護者にもＰＴＡ活動にもっと

関心を持ってもらいたいなと、改めて思った。 

＊「生徒会活動」については、「生徒会執行部」というだけではないのだから、少し補足的な説明を加えるとよいのではないか。 

＊特進コースの満足度が上がっているのは、進路指導を含め、先生たちがすごく頑張っておられたのだと思う。 

＊総合キャリコースについて、２年の時より３年生になると、満足度が上がっている。看護コースについても、２年も３年も１年、２年の時より上がっている。学園内連携を増やすなど、

進路の不安を解消するよう見える形で取り組んだ効果ではないか。 

＊英語コースについては、初めてのコースなので、保護者に、どんな取り組みを進めてほしいか、一度素直に聞いてみてもいいのでは。 

＊保護者のアンケート回収率があまり高くないので、それを高めるよう、考えてほしい。 

＊個別最適な学習指導と、協働的な学びと、その兼ね合いをどうするかという問題がある。成蹊もアクティブラーニングを取り入れながら成果も出てきているのだろうが、これからこ

の点をどう考えていくのか、課題と感じている。学校でも意識して取り組んでほしい。 

高木 恒夫 
公益社団法人日本教育会大阪府支部事務局次長

（元 高槻市立第四中学校長） 
山口 智子 

(公財)大阪観光局 教育旅行(学校交流）コー

ディネーター・留学生支援担当  

元大阪府立三国丘高等学校校長 

元賀 圓治 

認可地縁団体相川町会会長、 

相川中振興町会会長、 

大阪成蹊学園評議員 
安達 宏昭 

大阪大学大学院薬学研究科特任教授 

㈱創晶代表取締役、(福)あおば福祉会理事、

柴又運輸㈱顧問、㈱dotAqua代表取締役、㈱

HOIST取締役、(一社)レジリエンスジャパン推

進協議会参与、(一社)日本 MA-T工業会専務

理事兼事務局長 

櫛田 雅士 令和６年度 PTA会長 

 

３ 今年度の取組内容及び自己評価    
目

標 
今年度の教育目標 具体的な取組計画・内容 評価指標 自己評価 

１ 

学
習
指
導
の
充
実
と
学
力
向
上 

① アクティブ･ラーニング(Ａ

Ｌ)の手法を取り入れた授

業の実施 

 

1.グループ活動での活用：グループ発表、討議等、探求活

動などでＡＬを適切な授業場面で実施する。 

2.課題解決学習 ：一方的な講義形態に終わらず、主体的に

生徒同士が協力しながら課題・問題を解決する学習方法

を積極的に取り入れる。 

学校評価「授業で自

分の考えをまとめたり

発表したりする機会」

の肯定率 

学校評価の肯定率が、R4＝78％、R5＝

84％、R6＝89％と向上しており、多くの授業で

グループワークや生徒による発表が当たり前の

ように見られるようになった。今後はさらに質の

向上に取り組んでいく。 

②iPadの効果的な活用 １．授業での iPad の活用：授業での活用実績を高める。その

中で効果的な活用方法等を教員間で共有することでさら

なる活用を図る。 

2.「ロイロ・ノート」の導入を図り、iPad 活用の利便性を高め

る。 

学校評価「教え方に

様々な工夫をしてい

る先生が多い」の肯

定率 

授業アンケート 

「授業で iPadやプリン

トなどをうまく活用し

ている」（新規項目）

の肯定率 

「教え方に工夫をしている」項目の肯定率は、

R4＝79％、R5＝83％、R6＝85％となり、教員に

よる授業の工夫が、一定、生徒にも伝わってい

る。また「iPad 等を活用している」項目は、R4 前

期＝84％、後期＝86％、R5 前期＝83％、後期

＝86％、R6前期＝86％、後期＝87％であり、多

くの授業で活用されている。R6 年度に導入した

「ロイロ・ノート」も利用が進んでいる。 

③評価育成制度を通した教

科指導の充実と、公開授

業、研究授業の実施 

 

1.評価育成での教科指導力の向上 

生徒による授業アンケートや評価育成制度でのＰＤＣＡサ

イクルを活用しながら、教科指導力の向上をめざす。 

2.公開授業の実施 

年 2回の公開授業週間を設定し、互見授業を進める。 

3．研究授業の実施 

 各教科で研究授業を行い、授業力の向上を図る。 

4.授業改善のための新たな方策を検討し、実施する。 

授業アンケート「興

味・関心」の項目、

「知識・技能」の項目

の平均値 

 

1.授業アンケートの「興味・関心」の項目は、 

R4=3.20、R5=3.19、R6＝3.22 であり、さらに生

徒の興味・関心を高める工夫をすすめる。「知

識 ・技能 」の項目は、 R4=3.25 、 R5=3.26 、

R6=3.29 と比較的高値であるが、さらなる向上を

図っていく。 

2. 公開授業は、１学期と２学期の各一週間の

設定を行い、他の教員の授業を見たり、見せた
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りという互見授業の取組みを行った。 

3.研究授業は、外国語科、芸術科美術、芸術

科音楽、地歴・公民科、国語科、理科、保健体

育科で実施。 

教科指導のさらなる充実に取り組んでいく。 

4.具体的な方策については、検討を継続する。

R6 は英語科の教員が他校（神戸女学院）の授

業見学を実施。 

④各種検定の合格をめざす

実学教育の充実 

・検定合格や資格取得に対応する教科の取組みを進める。 

 

各種検定の合格率 R６年度の各合格率は以下のとおり。生徒の意

識づけ等さらに進め、合格率を高めるよう努め

る。  

世界遺産検定 43.2％ (R5: 66.4％) 

秘書検定 40.0％ (R5: 58.8％) 

漢字検定 34.3％ (R5: 23.1％) 

２ 

全
教
職
員
が
一
体
と
な
っ
た
学
校
運
営 

① 生徒募集力の強化と 

コースの特色の鮮明化 

 

 

1.募集広報企画室の活動に対する全教職員の協力体制を

強化し、オープンスクール(ＯＳ)は全教職員体制で臨む。 

2.コース毎に生徒ニーズと学校教育方針を反映した特色づ

くりを更に強化する。 

【普通科】 

ア.総合キャリアコース 

併設大学・短大の学部学科との接続を鮮明化し、特色を

中学生に伝える広報を充実する。 

イ.幼児教育コース 

体験実習等を実施するとともに、併設大学短大の教育学

部、幼児教育学科との接続強化を維持する。 

ウ.スポーツコース 

併設大学経営学部やびわこ成蹊スポーツ大学との密接な

接続を維持し、スポーツ系の学びを充実させる。 

エ.特進コース 

生徒の自己学習力の強化を図り、難関大学に進学できる

学力伸長の取組みを強化する。またコースの魅力発信に

努め、一定の入学者数を確保する。 

オ.音楽コース 

大阪音楽大学との連携を推進するとともに、普通科の音楽

コースとして、音楽への興味・関心をさらに高める取り組み

を推進する。 

カ.看護医療進学コース 

 コース設置３年目を迎え、併設大学の看護学部との連携を

充実させながら、進路実現を意識した学力の向上を図る。1

期生の進路実現に向け、全力で支援する。 

キ.英語コース（令和 6 年度設置） 

 英語コースのカリキュラムや取組内容の充実を図るととも

に、関係機関等との連携・調整をすすめる。また、「実用英

語検定」の各級合格に向けた取り組みを進める。コースの

魅力発信に努め、一定の入学者数を確保する。 

 

【美術科 アート・イラスト・アニメーションコース】 

学内外の各種コンペでの上位入賞を今後も維持し、その

成果を広く発信し、本学科の充実をアピールする。併設大

学芸術学部への内部進学を更に強化する。 

 

3.専願受験者の増加を図る方策を検討し、実施する。 

1.志願者数 

 

 

 

 

2.各コース別志願者

数と入学者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.専願受験者の増加 

専願（昨年度）＝ 444(419) 

併願（ 同 ）＝ 426(481) 

合計（ 同 ）＝ 870(900) 

入学（ 同 ）＝ 495(485) 

 

コース 専願 併願 入学 

特進 12 37 19 

看護 37 25 42 

英語 13 16 16 

総ｷｬﾘ 131 155 150 

ｽﾎﾟｰﾂ 31 20 31 

幼教 57 39 63 

音楽 39 23 45 

美術 124 111 129 

合計 444 426 495 

 

＜評価＞ 

＊中学生が減少している中で、昨年を 10 人

上回る入学者を迎えることができたこと

は、募集が好調であったと総括できる。 

＊しかし、コースによってはさらに入学者を

増やす必要がある。とりわけ特進と英語コ

ースについては、入学した生徒たちは大変

元気に取り組んでおり、そうした姿勢や彼

女たちの満足度をしっかりと広報しなが

ら、次年度の募集につなげたい。 

＊大阪府全体でみると、私学専願が約 1700

人増加しているが、併願が約 2700 人減少

している。併願の戻り率は 10.0％（昨年度

9.8％）と、一昨年度の 14.5％には及ばず、

昨年度並みであった。 

＊今後も府内公立高校の定員割れや、入試の

前倒し等も検討されていることから、併願

受験者・戻り率はさらに減少することが予

測され、いかに専願受験者を集めるかが勝

負になる。改めて、本校の良さが中学生と

その保護者に伝わるよう、取り組んでい

く。 
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② 高大の教員間連携を強

化し、内部進学の拡大

と進路指導を充実 

1.内部進学率の拡大 

併設大学・短大への内部進学者の拡大に向けて、3 年生

担任団と進路指導部との連携強化を更に進め、内部進学

率 52％の達成を目指す。 

2.学園内高大連携の拡大 

併設大学・短大との学園内高大連携を更に強化し、連携

授業の充実に努める。連携授業 140以上をめざす。 

3.併設高校生対象オープンキャンパス(ＯＣ)の充実 

併設高校 2年生・3年生対象ＯＣの充実を図る。 

4.学習活動の継続 

内部進学が内定後、進学後に必要な学力向上に向けた

学習を継続させるための入学前教育を実践する。 

 

1.内部進学率 

 

 

 

 

2.学園内高大連携授

業の実施数 

 

 

 

 

3.併設校対象ＯＣの

状況 

 

 

 

4.入学前教育の実施 

1.内部進学率は今年度は 50.9％と昨年度

（48.1％）からやや挽回した。今後も、毎年、200

名以上の内部進学者を送れるように、併設大

学・短期大学の学びや良さを本校生徒に伝え

ていく。 

2.高大連携授業は R5＝141 コマに対し、R6＝

117コマであった。これは、総合キャリアコースの

連携授業の在り方を見直したためである。 

今後もある程度の連携授業の量を確保しながら

も、生徒の満足度が高まるような連携授業を、

大学・短大と連携して実施していきたい。 

3. 併設高校生対象のオープンキャンパスは、

今年度は、３年生は４月 20 日、２年生は６月 22

日に実施した。今後は、事前に大学の入試広

報にも高校の意見を伝えるなど、よりよい OC を

めざして取り組みたい。 

4.併設大学・短期大学の各学部、各学科と連携

し、入学前教育を実施した。 

３ 

生
活
指
導
の
充
実 

建学の精神を踏まえた女

子教育の充実と、学園のブ

ランド力向上運動と連携し

た生活指導の充実 

 

1.女子教育の充実 

建学の精神を踏まえた伝統ある本校の女子教育に必要な

生活指導を徹底する。頭髪指導・服装指導など生活指導

に関する教員向け指針を全教職員で共通理解し、全教職

員による人権をベースとした生活指導を徹底する。 

2.学園のブランド力向上運動 

学園の運動と連携して、日々の挨拶運動等を更に進め

る。生徒会への働きかけも強める。 

3.正しいＳＮＳの使い方  

近年のスマホ普及に伴い、生徒のＳＮＳの正しい利用に向

けて生徒への指導を強化する。ネット上でのトラブルを最

小限に減らす取組みを推進する。 

1.学校評価「学校生

活について先生の

指導はよくわかる」

の肯定率 

 

2.朝の挨拶運動の状

況 

 

3.スマホ関連の取り

組み状況 

 

1.「先生の指導はよくわかる」の肯定率は、

R4=77％、R5=81％、R6＝81％であった。生徒

の納得感がさらに高まるよう取り組みを進める。 

2. 生活指導部の教員等を中心に、毎朝取り組

んだ。生徒会執行部も学園正門前や下足室で

挨拶運動を行った。感覚的には挨拶をする生

徒が増えてきている。引き続き、取り組みを進め

る。 

3.毎年、新入生とその保護者を対象に講演会を

実施している。今年度も、入学者説明会等で外

部講師を招き、スマートフォンや SNS の利用に

ついて注意を促した。 

４ 

い
じ
め
防
止
等
の
対
策 

いじめ防止の取り組みと、建

学の精神に沿った豊かな人

権感覚の育成 

1.いじめ防止対策  

学校制定の「学校いじめ防止基本方針」を全教職員が十

分に理解し、建学の精神を踏まえつつ、生徒が互いに他

者を理解し、尊重し合える豊かな人権感覚をあらゆる教育

活動の中で育む。 

2.人権ホームルーム 

「年間計画」に基づき生徒いじめアンケートを実施し、いじ

め等の未然防止に努め、安全で安心な学校づくりをめざ

す。また、いじめに対するガイドラインを遵守し、早期対応

と組織対応に努める。 

1.いじめ件数 

 

 

2.ホームルームでの

人権学習実施状況 

1.今年度に認知したいじめ件数は 0件。いじめ

は把握次第、組織的に対応する体制をとってい

る。 

2.人権学習の実施状況は以下のとおり。 

 １年「爽やかな人間関係を作る」（７月） 

 ２年「映画『チョコレートドーナツ』鑑賞」（９月） 

 ３年「デートＤＶ防止～あなたや友達を加害者

にも被害者にもしないために～」（１１月） 

 

５ 

生
徒
会
活
動
・
部
活
動
の
活
性
化 

生徒の自主性を育むことを

ねらいとして、生徒会活動

および部活動を活性化 

1.生徒会活動の活性化 

生徒会としての日常的な活動を積極的にアピールし、文

化祭、体育祭、予餞会の各企画委員の活動支援体制の

拡充を図る。学年を超えた生徒同士の交流を深め、人間

関係を円滑に構築できる力を育てる。 

2.部活動の活性化 

新入生に運動部、文化部への加入を積極的に推奨し、部

活動・同好会の加入率を高め、部活動の活性化を図る。 

3.生徒の達成感を高める活動の推奨 

運動部以外の文化系部活のコンテストや発表会等の成績

発表を充実させ、ボランティア活動を含めて、積極的に生

徒の達成感・成就感を育み、生徒の内面を鍛える取り組

みを進める。 

1.学校評価「文化祭

等の学校行事は、

みんなで楽しく行わ

れるよう工夫してい

る」の肯定率 

2.部活動加入率 

 

3.コンテスト等の表彰

歴、各種ボランティ

ア活動状況等 

1.「学校行事は楽しく行われるよう工夫してい

る」の項目の肯定率は、R4=84％、R5=85％、R6

＝88％である。さらに満足度を高めるべく、工夫

を凝らす。 

2.部活動加入率は、R4=49.5％、R5=52.5%、

R6=55.1％と回復してきている。１年生の入部率

（55.8％）をもう少し高めたい。 

3.表彰等の主なものは以下のとおり。 

 ＊チアダンス部 全国大会出場 

 ＊コーラス部 関西大会金賞 

 ＊大阪府障がい者スポーツ大会へのボランテ

ィア参加                  等 

４ 今後の改善方策 

１．学習指導の充実と学力向上 

  まずは、「生徒の学力を伸ばす」という意識を全教員が共有できるよう、機会を重ねる。 

  公開授業や研究授業の機会のみならず、普段から授業を通じて生徒の学力を高める取り組みを、学校全体として進めていく。梶田叡一氏によると、

学習意欲・意志を高める内発的動機付けとして、「面白い」、「やりがいがある・自信が持てる」、「大事だから」、「しなくてはならないから」の 4 点が

あげられており、このことを踏まえて改めて「わかる授業」、「楽しい授業」、「できたと実感できる授業」をめざして不断に授業改善に取り組んでいく。

さらに「進路目標」を早期に持たせることも重要で、進路指導の充実も図りつつ、結果として生徒の学習習慣が定着し、学力が向上するよう取り組む。 

２．グローバル教育・英語教育の充実 

  海外修学旅行や海外研修等は、引き続き実施できた。これらの取組みは、参加した生徒にも大変好評であり、貴重な人間的成長の機会ともなってい

る。また、このコロナ禍で培ったノウハウをもとに、オンライン等も活用しながら、ハイブリッドな国際交流の取組みを進めていく。また、ユネスコ

スクールとしての活動や、本校生徒会中心の MOTTAINAI 活動をさらに充実させたい。特にユネスコスクールの活動は、今後も他校の取組等も参考

にしながら進めていく。 

こうした取り組みを通じて、生徒にグローバル化が進む社会への参画意識を高めるとともに、コミュニケーション・ツールとしての英語への興味を

高めていく。 

  なお、令和６年度入学生から新たに「英語コース」を新設したところで、このコースの取り組みを鮮明化させる。 

３．コースの教育内容の一層の充実 

  本校の最大の特色は、生徒のニーズに応える２学科８コースの設定である。これまでそれぞれのコースで特色ある教育活動を充実させてきており、

その内容は、誰に対しても誇れるものとなっていると自負している。今後も工夫に工夫を重ね、各コースの活動を一層充実させて、生徒・保護者の満

足度を高めるとともに、取り組み内容を各種ツールを通じて発信し、より多くの生徒が本校に入学することを希望するよう、募集活動を強化していく。 

 


